
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.22 令和８年１月 

羽島市「教育委員会だより」 
 

笑顔で対話 羽島市教育委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワードは『未来への責任』  ～学校構想推進協議会の進捗②～ 

７月～８月 第２回ワーキンググループ会議 

教育委員会だより№１８でもお知らせしたとおり、羽島市では、現在「羽島市学校構想

推進協議会」を設置し、１０年後、２０年後の本市の学校教育のあり方について検討を進

めています。検討を進めるにあたってのキーワードは、 

『未来への責任』です。 
未来の教育について考えることは、未来の羽島市を 

考えることになります。 地域や保護者、学校や行政が 

一緒になって、真剣に向き合い、検討していかなけれ 

ばいけないと考えています。 

今回は、その進捗について、推進協議会やその下部 

組織となるワーキンググループ会議（メンバーは、羽島 

市の校長、教員）の状況についてお知らせします。 

【検討内容① 未来で活躍するために育てたいこどもの姿は？】 

・予測困難な時代でもたくましく生きるために、主体性を身に付けることが大切である。 

・正解がない社会の中で、自分の意志で自己決定ができる子にしたい。 

・グローバル社会の中で、多様な価値観を受け入れ様々な人と関われる子にしたい。 

                 

推進協議会やWG会議の意見を踏まえ、今後の学校教育で育てたいこども姿を  

『主体性』と『協働性』 としました。 
 

【検討内容② ①のために学校教育でどのような力をつけていく必要があるか？】 

＜主体性＞ 自己選択・自己決定をする力、見通しをもって行動する力、問題発見・解決能

力、自己調整をする力、学び続ける力 等 

＜協働性＞ コミュニケーション能力、感情をコントロールする力、相手のことを考えて行

動する力、折り合いをつける力 等 

 

 

 

 

 

 第２回ＷＧ会議 

 

 
・「主体性」と「協働性」という点は、次期学習指導要領が求めている姿とも一致している。今の

段階から、そうしたこどもの姿を求める実践を積み重ねていく必要がある。 

・ＷＧ会議では、育てたいこどもの姿についてよく考えられ 

ている。そうしたこどもを育てるためには、どのくらいの 

学校・学級規模が適当なのかも考えていくとよい。 

・主体性をはぐくむための要素として、学校間や地域との連 

携をどのようにしていくかを考える必要がある。 

・保護者や地域の方々の考えを聞くためのアンケートを実施 

するにあたっては、前提条件を共有したうえで、質問項目 

や対象者についてしっかりと検討を行っていく必要がある。 

10月 14 日 第２回学校構想推進協議会（委員の意見） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討内容② 学校間連携の現状及び今後の可能性は？】 

・オンラインを含めた合同授業や合同行事を始めている。今後、総合的な学習の時間のテーマを合

わせて、互いに交流することも考えていく。 

・６年生の中学校校舎での学習や生活、中学校教師による小学校での授業なども考えていきたい。 

・合同教科部会などを実施する等、教員の交流を活発にし、教員の質の向上を図る。とくに、小規

模校の場合は、ICT等を活用し、教材などの共有が図れるとよい。 

 

【検討内容① 「主体性」「協働性」を育むための適正な学級数や 1 学級あたりの人数は？】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽島市教育委員会事務局 教育政策課  
〒501－6292 羽島市竹鼻町 55 番地 

              TEL（058）393－4611 FAX（058）391－0906 
              Email：kyoiku@city.hashima.lg.jp 

11月～12月 第３回ワーキンググループ会議 

 

 

 

 

今後の予定 

地域や保護者、児童生徒を対象に、「学校の適正規模・適正配置」にかかわるアンケート

の実施を考えております。 

詳しいことが決まりましたら、改めてお知らせします。 

 

【学級数】 

・単学級だと立場や関係性が固定化する。 

・２学級以上あると、学級間の交流ができ、

良い刺激になる。 

・３学級以上あると、組織として学年を指導

できる。学級編成もしやすい。 

・学級数が多すぎると、こどもの活躍の場が

十分保証されないことがある。   

【人数】 

・1学級に 21人～30人程度いると、多様な考

えに触れることが保証される。 

・人数が少ないと、体育や特別活動で支障が

生まれる場合がある。 

・「主体性」や「協働」という視点を考えると、

４人班が６グループ以上あるとよい。 

・人数が多いと活動スペースに課題がある。 

【小学校及び義務教育学校前期課程】 【中学校及び義務教育学校後期課程】 

【1 学級あたりのこどもの人数】 

～アンケート結果から～ 

・年代・種別問わず、複数学級を望む割合は９割

以上である。 

・１学級あたり 21～30 人程度が望ましいが全体

の６割～７割を占めている。学級にある程度の

人数が必要であると考えている方が多い。 

・11 人～20 人程度が望ましいが２割～３割程度

である。 

【参考】  令和５年１１月実施のアンケート結果より 
この調査は、保護

者、教職員、学校運

営協議会委員（地

域）の方を対象に行

いました。およそ

2,600 名の方が回

答に協力してくだ 

さいました。 


